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巻頭インタビュー           地域内で活き活きと活躍されている伊深人を紹介します 

第１２回 

 

 

村井 修さん 

下本郷 

昭和７年生まれ 

82歳 

 

 

Ｑ まず職歴をお聞かせください。  学校を出て

から春里の修練農場（現農業大学校）へ入り、そ

の後伊深の農協へ入りました。当時は酪農が盛ん

で人工授精師としての仕事が忙しかったですね。

幸い成績も良く、薦める人もあったので県職に転

出しました。最初は県畜産試験場というところへ

入り可茂郡市を駆け回りました。その後畜産関係

の行政職に転じ各県事務所で草地造成や牛舎建設

関係の仕事に関わりましたね。県を退職後も民間

の会社に 19年勤めました。 

 
Ｑ 仕事以外でのご趣味は？  一番は「詩吟」

ですね。青年団の指導者だったＫさんが吟じられ

ているのを聞いて感動し、それからですから、か

れこれ 40 年になるでしょうか。そのころ詩吟の

一大ブームがあり、伊深でも毎週 20 人くらいが

集まって練習していたんです。今はある流派の伊

深教室ということで指導していますが月に 4 回、

14人が来られています。うち伊深の方は 5人で多

治見からの方もおられます。 

 
Ｑ 40 年も続けられているとは、よほど引きつける
ものがあったということですね？  もちろん好き
だったこともありますが、仲間の後押しがあって

やってこられたと思っています。 
 
Ｑ 最近では「蜂屋柿」への取り組みもありますね。  
山之上果実農協の方に勧められたのが始まりでし
た。本格的に取り組んでから約 10 年ですが、品
評会で金賞（県知事賞）をもらったこともありま
す。約 130 本の木を育て約 5000 個の柿を扱うこ
とになりますが、せん定、消毒、草刈り、収穫ま
での手間はけっこう大変です。それだけに収穫の
喜びはひとしおですね。 
 
Ｑ スポーツもお得意でしたね？  長かったのは
「弓道」で、中体の生徒募集に応募してから十数
年間続け五段まで行きました。昭和 40 年の岐阜
国体のときには選手宣誓もやりましたね。「野球」
は職場のほか伊深の壮年野球に参加していました。
伊深はけっこう強く気合が入りましたね。60過ぎ
てからは体力づくりのため「スイミング」にも毎
週通いました。もともと小さいころ川浦川の温泉
うらで遊んでましたから得意ではありましたけど。 
 
Ｑ 最近のご様子は？  正眼寺の下に住んでい
て毎日参拝がてらその石段を 120段上り下りして
いましたが、今は体調の都合で休んでいます。「今
日も一日無事だったな」と思うことが多くなりま
したね。 

 

◀冬空に干された村 

井さんの蜂屋柿 

（H24 年 12 月撮影） 

 

（※11 月上旬、ま
ち協 HPにも掲載し
ます。） 

伊深 

まちづくり協議会 

だより 

 活き活き  

伊深人 
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協議会内で個別テーマに取り組んでいる活動グループの最近の動きを紹介します。 

                                    （代表者の敬称略） 
 

小学校稲作体験支援グループ 代表： 篠田 洋 

10.10（金）、5 年生が稲刈り体験授

業を実施しました。 

今年は昔ながらの手刈りで行い、「ハ

ザ干し」も体験しました。ほとんどの

児童が初めての体験で、最初はとまど

いも見られましたが、刈り終わるころ

には要領よく刈り取っていました。「初

めてやったけど楽しかった」などの声

が聞かれました。 

 

  

 

保育園畑作体験支援グループ 代表： 大矢 伸司 

10.16（木）、保育園では枝豆の収穫を体

験しました。 

一方、ほくぶ保育園では全園児が枝豆の

収穫を体験しました。畑から全力で引っこ

抜き、手で豆をちぎってシートの上に集め

ました。中には「もっと引っこ抜きたかった

よ～」と話す子もいて貴重な体験ができた

ようです。 

 

   
 

 

 

 

                                          

地域内での最近のトピックスを紹介します 

 

 

10月 4日（土）、ほくぶ保育園で運動会が開かれました 
 
 
 
 

 
 

ほくぶ保育園としてはじめての運動会が晴天のもと開かれました。

園児たちは鼓笛演奏やダンス、かけっこなどで日ごろの練習の成果

を精一杯発揮していました。親子合同の種目では家族のきずなを確

かめる機会となったほか、最終のキッズリレーでは手に汗をにぎる

ような緊迫のリレーが続き、園庭いっぱいに歓声が響いていました。 

 

 

 

地域の 
トピックス 

■各活動グループ 

の動き 
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10月 18 日（土）、合同サロンが開かれました 

 
 

伊深の４つのサロンが合同で開く「合同サロン」が昨年に

つづき、開かれました。今年は伊深小体育館に富加町のボラ

ンティア団体『マージー川口と吹きま専歌』の皆さんを招

き、ハーモニカを中心とした演奏を楽しみました。出し物は

なつかしい童謡の演奏やマジック、昭和の歌謡曲などで、参

加した皆さんは童心に帰って楽しい時間を過ごしておられ

ました。 
 

 

10月 26 日（日）、伊深町防災訓練が行われました 
 
 
 
 

 
 

今年の訓練は各自治会ごとの１次訓練のあと、伊深小体育館での

２次訓練が行われました。１次訓練では消火栓を使った模擬消火訓

練、２次訓練では可茂消防署員による講演とＡＥＤ体験を中心とし

た訓練が行われました。また、会場外では消防車への体験試乗など

防災活動への啓発活動も行われ、何人かの子供たちが消防服を試着

したり消防車の運転席へ乗り込んで乗り心地を確かめる姿が見られ

ました。 

 

 

 

 
◆ 参加者募集!! ◆ 

 

 

 11 月に右の地域活動が

行われます。伊深の住民な

らどなたでも参加できますの

でお気軽に参加してみませ

んか？   ※参加していただ

ける方は連絡所へご一報くださ

い。 
 

       
 

 

 

《一言メッセージ》 
・土地の境界を再確認する「地籍調査事業」の現地確認が今年も 10 月 27 日から始まりました。 

今年は天王付近から下本郷にかけての宅地地域、東田（上切）から野黒（大洞）にかけての山林地

域、牛牧の西側など広範な地域での調査が予定されています。市内で優先的に採択されている同事

業が円滑に進められるよう地権者の皆さまのご協力をお願いします 

 

 

 

 

主 催：当協議会・「里山ネット 森林ゆうじん」

（共催） 

と き：11月 23日（日） 8:30～12:00 

    11月 29日（土） 8:30～12:00 

場 所：牛牧桜並木 

内 容：天狗巣除去・枯損枝などのせん定 

持ち物：タオル 

●詳しくはまち協 HP でご確認ください。 

牛牧桜並木の天狗巣除去・せん定 
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■ 協議会の動き 

10 月定例会のあらまし 

 

10 月の定例会では下記のことを協議・検討

しました。 

 

■ 報告  各団体等からそれぞれ報告等があり 

ました。主なことは次のとおり。 

自治会長会 10.26 の防災訓練では各自治会で

消火栓訓練を行ってもらったがいくつかの課題

が明らかになったこと 

交通安全 交通安全法令講習会に約 130 人の参

加があったことなど。 

生涯学習 10.18に第２回合同サロンを行い、65

人が参加、なつかしいハーモニカの演奏やマジ

ックなどを楽しんだこと。 

伊深視聴覚 子ども映画会が終了。年にのべ180

人の参加があったこと。 

消防団 10.26 の防災訓練に協力し子どもたち

に消防車試乗などを体験してもらった。 

伊深小 PTA 10.24 に下呂市で東海・北陸 PTA 

研究発表大会があり伊深小 PTA が「あいさつ

運動への取り組み」を中心に報告した。12 月

には伊深小オリジナル曲の発表会が行われる

ので地域からも多数参加いただきたい。 

ほくぶ保育園保護者会 園歌の歌詞、園旗のデ

ザインが 10.24 の選考会で決定した。 

 

■ 協議事項 

○先進地への視察研修について 

 コミュニティセンター運営の参考になるよう

な先進地視察研修を計画したい。 ≫了承。 

○新住民の誘致について 

 伊深の人口減を防ぐため、U ターン・I ター

ンを問わず定住を促進する方策を検討していき

たい。 ≫了承。 

○牛牧の桜並木せん定について 

11 月下旬に里山活動団体と共催で実施した

い。 ≫了承。 
  

 

 

 

第 5 回   伊深温泉跡地 （上本郷） 

                          ………………………………………………………………………… 

 

 

 

昭和 7 年から終戦までの

間、天王に「伊深温泉・雅仙

楼」が開かれ、バスなどで遠

くからも客が訪れる繁盛ぶり

でした。これは地元の実業家

渡邉新一氏が現在の正眼寺

CC付近の原泉から水道管を

敷設して引いたもので、川浦

川・高木山西の岩山の風景や

松茸の佃煮のみやげが人気

を博していたそうです。今で

も日帰り温泉は各地で人気

を集めていますが当時の伊深

でこれだけの規模の温泉があ

ったことは驚くばかりです。

渡辺氏はこの地域でいち早 

【位置】（天王） 

  

【

【標柱】あり 

 

く水力発電所を設置した実績もあり、現代の私たちが見習うべき

チャレンジ精神の持ち主であったようです。 

 

 

 

伊深まちづくり協議会だより  第２１号               事務局   美濃加茂市伊深町 909 伊深交流センター内 

２０１４．１１．１発行                                                  電話  0574-29-1395 

発行責任者  伊深まちづくり協議会 会長 小林 喜典     ※ ご意見・お問い合わせもこちらまで 

伊深の名所・旧跡 
紹介シリーズ 


